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中学校第1学年の内容である ｢一次方程式 (文章問題)｣について,その学習用
CAIを開発するに当たり.岡山市内の中学校の協力を得て誤答分析を行った｡そ
の結果,少し禎雑な文章になると,その中に含まれる数虫の大小関係がわからない
ことから,どの放免からどの数丑を引けばよいのか,2つの数丘の関係は和なのか
それとも差なのかといった判断ができない生徒が多いこと等が判明した｡また,数
学の約束事の厳密さに嫌気がさすのか,かっこの使い方がでたらめになっていたり,
一度決めたxが途中から別の値に変化したりと一貫性に欠けている生徒が見られた｡
1.はじめに
コンピュータを用いて生徒が自主学習を行
うCAIを開発するとき,娯答分析は欠かせ
ない｡今回,開発しようとしている ｢一次方
程式 (文章問題)の自主学習CAI｣のため
に,一次方程式の誤答分析を行った.
当初の調査問題は,数学解法辞典に記載さ
れた一般的なパタ-ンを全て盛り込んだ,計
算間藷 22間と文章問題 15間を使用する予定
であった｡しかし中学校側から,恩近の教科
番が取り扱っている文車間顔は以前に比べて
質 ･亀井にごく限られた内容であり,今回の
調査問題は現状に合わないとのクレームが寄
せられた｡しかも小間が次のヒントとなって
順に方程式が完成するように配慮されている
例がほとんどで.全てを自分で解く旧来のパ
ターンはあまりないとのことであった｡
そこで調査を依頼するに当たり,現在 (辛
成13年度).使用している教科雪の例題を中
心にして新たに作成した文中問題8間を使用
することにした｡また,方程式の計算問題を
同時に実施していることから,文章問題の解
答は立式までで止めることにした｡
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2.隅査離車
一次方程式は中学校 1年の内容であるが,
調査時 (平成 13年6月)には1年生が末学
習であったことから,諏査は2,3年の生徒
を対象に行った｡
岡山市内の中学校2校に依頼し,第2学年
137名,第3学年 26名の計 163名の参加を
得ることができた｡実施時間は1校時を使用
したが実質約45分であった｡計算問題22間
と応用問題8間を合わせて 45分で行うのは
生徒にとって少しきつかったようで,文章問
題の後半は白紙が目立った｡これは文章問題
の調査に少なからず影響したと思われる｡し
かし授業時間に無理に組み込んでいただいた
調査でもあり,やむを得ない次第であった｡
計算の誤答分析も行ったが,今回は応用間
鴇の誤答分析について報告する｡
2.隅董問題 (文章問題)
この調査に用いた問題の内文章問題は次の
通りであるO
⊂)同債 1
あるクラスの生徒数は35人で,男子は女
子よりも7人多い｡このクラスの女子の人数
を求めたい｡
(聞 l)女子の人数をx人として,男子の人数
をxを使って表すと
【 】となるo
(間2)方程式をつくると
【 】となる｡
○問題2
ある数の5倍から2をひいたら,もとの数
に2をたして3倍した数に等しくなりまし
た｡ある数を求めたい｡
(同1)ある数をx として,rある数の5倍か
ら2をひいた致｣をxを使って表すと
【 】となる｡
(間2)｢もとの数 (ある致)に2をたして3
倍した数｣をJを使って表すと
【 】となる｡
(同 3) (間1)(間2)より方程式をつくると
【 】となるC
○問題3
子供会でお菜しみ会をするのに, 1人200
円ずつ集めると700円余り,1人158円ずつ集
めると600円たりません｡子どもの人数をx
人として,子どもの人数とお楽しみ会にかか
る繁用を求めたいo
(間1)｢1人200円ずつ集めると700円余る｣
ことから.お楽しみ会にかかる費用をxを
使って表すと
【 】となる｡
(間2)｢1人150円ずつ集めると600円たらな
い｣ことから,お楽しみ会にかかる繁用を
xを使って表すと
【 】となる｡
(間3) (間 1)(間 2)より方程式をつくると
【 】となる｡
(間4) (間3)を解いてx-26となった｡こ
のとき,お菜しみ会の受用を求めると
式 【
答 【 】円
○閉店4
A,B2種類のノートがあります｡Aはl
冊180円,Bは1冊150円で,この2種類のノ
ー トを合わせて10冊買ったら,代金は1680
円でした｡Aのノ-トをx冊買ったとして,
A,Bそれぞれ何冊買ったか求めたい｡
(間1)買ったBのノートの冊数をxを使って
表すと 【 】となる｡
(同2)方程式をつくると
【 】となる｡
(間3) (間2)を解いてx-6 となったC
このときBのノートの冊数を求めると
式 【 】
答 【 】冊
○同店5
兄は弟が寮を出発してから4分後に寮を出
て弟を追いかけた｡弟は毎分50m,兄は毎分
70mの速さで歩いたとき,兄が家を出発して
から何分後に弟に追いつくか求めたい｡
(問l)兄が出発してからx分後に弟に追いつ
くとして,弟が出発してから兄に追いつか
れるまでの時間 (分)をxを使って表すと
【 】となる｡
(間2)兄が歩いた道のりをxを使って表すと
【 】となる｡
(間3)弟が歩いた道のりをxを使って表すと
【 】となる｡
(間4) (間2)(間3)より方程式をつくると
【 】となる｡
○同店6
1個60円のミカンを何個かと,1個100円
のリンゴを3個貰って1000円払ったら,220
円のおつりがありました｡ミカンを何個買っ
たか求めたい｡
(間1)【
(間2)方程式をつくると
】を.rとする｡
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【 】となる｡
○問題7
あるクラスの班づくりをするのに, 1つの
班を6人ずつにすると7人余るので,8人ず
つにしたところ, 1つの班だけが5人になり
ました｡このクラスが予定している班の数を
求めたいC
(同1)【 】をJとする｡
(間2)方程式をつくると
【 】となる｡
○問題8
P地からQ地まで行くのに.A君は毎時12
kmの速さで行きましたが,B君は毎時4kmの
速さで行ったのでA君より2時間多くかかり
ました｡ P,Q両地は何km離れているか求め
たい｡
(間l)【 】をxとする｡
(間2)方程式をつくると
【 】となる｡
4.調査括果
紙面の都合で,調査結果の一部を報告する｡
以下小間ごとに,最初に正答,次に出現頻度
の高い誤答の順に示している｡しかし誤答の
場合はその種類が遮っても,同じ解説で対応
できる場合が多いことから,同じ解説で対応
できるいくつかの誤答の種類を一つのグルー
プとして扱うことにしたC
正答の場合は,正答の割合,正答例の順に
示している｡誤答の場合は,グループの特徴,
グループの割合,グループ内の誤答の種類,
やや小さめに(その割合),誤答例,･最後にグ
ループに共通する解説例の順で示している｡
4.1 同氏lの桔果
(1)(間1)について
①正答
正答例 :xI7
35-.で
②無記入や,問題文に含まれる数丘の閥係が
よくわかっていない｡ 24,5%
○無記入 (14.7%)
○数やxの関係がよ<わかっていないC
(4,9%)
誤答例 :35-xI7,35-(xI7)
35-(I-7)
○方程式(誤り)を求めている｡ (4.3%)
誤答例 :x†7x=35,7.r†x=35,
xI7=35,35=xI7,x=35-7x
O男女の合計 (誤り)を求めている｡
(0.6%)
娯答例 :I+7x
●解説例 ｢求めるのは(男子の人数)を表す
式であるC問題文の り男子は女子よりも
7人多い"より,(男子の人数)は(女子
の人数x)より7人多い｡これを式に表
せばxI7になる｣C
｢また別解として,(男子の人数)は(ク
ラスの生徒数 35人)から(女子の人数∫)
を引くことでも求めることができる｡こ
れを式に表せば 35-xになり,これも正
答である｣｡
(卦間組文に含まれる数畳の関係はわかってい
るが.質問の意味を取り違えている0
8.0%
○男女両方の人数や合計を求めている｡
(4.9%)
誤答例 :[x+7,x],[x,I+7],Zx+7,
xh +7.I+(xI7)
○方程式(正しい)を求めている｡ (3.1%)
誤答例 :I+xI7=35,35-x=x+7
●解説例 ｢求めるのは(男子の人数)を表す
式であるから,_r+7または 351X だけ
でよい｣C
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④開祖文に含まれる数由の関係はわかってい
るがxを途中から(男子の人数)に変えて方
程式にしている｡ 1.2%
○誤答例 :x=35-I,x=xI7
●解説例 ｢xは(女子の人数)である｡求め
るのは(男子の人数)を表す式であるか
ら,ここでは方程式にはしないで,∫十7
または 35-xだけでよい｣｡
⑤ (男子の人数)をyとして,クラスの生徒数
を求めている0 0.6%
誤答例 :xly
●解説例 ｢求めるのは(男子の人数)をxで
表す式である｡γは使わず(女子の人数
x)だけを使って表すO問題文の ■L男子
は女子よりも7人多い"より,(男子の
人数)は(女子の人数∫)より7人多い｡
これを式に表せばx+7になる｣ .
｢また別解として,(男子の人数)は(ク
ラスの生徒数 35人)から(女子の人数x)
を引くことでも求めることができる｡こ
れを式に表せば 35-xになり,これも正
答である｣｡
(2)(間2)について
①正答 53.4%
正答例 :I+(x†7)-35,(x†7)†x=35,
35-x†(I+7),xh I7=35,
x†7+x=35,2x十7=35,
xt7=35-I,35-x=x+7,
35-(xI7)-I,x=35-(_r†7),
x+x=35-7
②無記入や,問題文に含まれる赦免の関係が
よくわかっていない｡ 25.2%
○無記入 (23.9%)
○算数で解こうとして間迎えている｡
(06%)
誤答例 :35-7÷2=.I
○よくわからない式｡ (06%)
誤答例 :35∫†7y
●解説例 ｢(女子の人数∫)十(男子の人数)
-(クラスの人数)の方程式を作ればよ
いe(男子の人数)は(間1)で球めたx+7
であるから,求める方程式はxI(I+7)=
35になる｣｡
③一方の辺は(男子の人数xI7)であるのに,
他方の辺が(男子の人数)に成っていない0
9.8%
C)誤答例 :x17=35,xI7=35-7
●解説例 r一方の辺が(男子の人数xi7)で
あるので,他方の辺も(男子の人数)でな
ければならないOもう一つの(男子の人
数)は (クラスの生徒数 35)から(女子の
人数∫)を引けば求まるので,35-Jと表
せる｡したがって求める方程式は∫†7=3
5-xになる｣O
④(間1)の間違いがそのまま影響した誤答で
ある｡ 3.1%
○亮呉答例 :35-x=x17,xI7x=35
●解説例 ｢(間1)と同じ箇所のx-7や 7x
が間違っている｡(間1)がx+7であるか
ら,(間2)の同じ箇所も∫十7と直して,
求める方程式は 35-∫=∫†7または ∫†
(I+7)=35になる｣｡
⑤一方の辺は(93子の人数 351X)であるの
に,他方の辺が(男子の人数)に成っていな
い｡ 2.5%
0誤答例 :35-x=7,35-x=28,
35-I†7=35-.I
●解説例 ｢一方の辺は(男子の人数 35-I)
であるので他方の辺も(男子の人数)でな
ければならない｡問題文の "男子は女子
よりも7人多いりょり,もう一つの(男
子の人数)は (女子の人数x)に 7を加え
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た数で表せるから,∫+7と表せる｡し
たがって求める方程式はxi7=35-x に
なる｣O
(参一方の辺は(女子の人数x)であるのに,他
方の辺が(女子の人数)に成っていない｡
2.5%
○誤答例 :35-7-I,35-xI7=x,
35-7x=x
●解説例 ｢一方の辺は(女子の人数∫)であ
るので,他方の辺も(女子の人数)でなけ
ればならない｡(男子の人数)は(間1)で
求めた xI7であるから,(女子の人数)
は (クラスの生徒数 35)から(男子の人
数x17)を引くことで表せる.このとき
xI7をかっこで囲んで 35-(xI7)とす
ることoしたがって求める方程式は 35-
(xI7)=x になる｣.
⑦(クラスの生徒数)が男女の和でなく根にな
っている. 1.2%
○誤答例 ニx(x†7)=35
●解説例 ｢(クラスの生徒数)は(男子の人
数)と(女子の人数)の積ではなく,それ
らの和である｡したがって求める方程式
はxI(xI7)=35になる｣｡
⑧方程式の右辺がない. 1,2%
○誤答例 :351 I7-,35-(I-7)
●解説例 ｢(クラスの生徒数 35)-(男子の
人数x+7)-(女子の人数x)の方程式を
作ればよい｡このときxI7をかっこで
囲むことoしたがって求める方程式は
35-(xI7)=xになる｣.
⑨(男子の人数)をyをとして(正しく)表して
いる｡ 0.6%
○誤答例 1.xly:35
●解説例 ｢yを使わず,(女子の人数∫)だ
けを使って方程式を作る｡(問l)より(盟
子の人数y)は∫十7である｡したがって
求める方程式はx+(x十7)=35になる｣｡
⑩γを用いて表しているが,γが男女いずれ
の人数か不明である｡ 0.6%
○誤答例 :7xly-35
●解説例 ｢yを使わず(女子の人数∫)だけ
を使って方程式を作る｡(問1)より,(罪
子の人数)はxI7である.(女子の人数
∫)+(男子の人数 ∫†7)-(クラスの生
徒数 35)の方程式を作ればよいoした
がって求める方程式はxI(xI7)=35に
なる｣｡
4.2 同席 3の結果
(り(間りについて
(∋正答
正答例 :200x-700
47.9%
②(集めたお金)は 200x とわかっているが,
問題文の "700円余る日から単純に (集め
たお金)+700とした｡ 26.LI%
O ｢700円余る｣から†700とした｡ (25,8%)
誤答例 :20DxI700
0 ｢700円余る｣から+700とし.さらに写
し間違い｡ (0.6%)
誤答例 :20∫+700
●解説例 ｢問題文の ■`1人200円ずつ集め
ると700円余る.'から,集めた200x円の
方が(お楽しみ会の費用)より700円多い
ことがわかる｡逆に(お楽しみ会の費用)
は200x円より700円少ない｡これを式に
友せば 200x-700になる｣0
3)無記入や,問題文に含まれる数丑の関係が
よく わかっていない｡ 24.5%
○無;-,L1人 (20.2%)
○よくわからない方程式 (2.5%)
誤答例 :200∫=700,∫+200=700,
x=200I700
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○よくわからない式 (18%)
誤答例 2001700x,I(200十700),
x十200十700
●解説例 ｢.r人が 1人200円ずつ集めると,
200x円であるD 問題文の L1人200円ず
つ娘めると700円余る日から,集めた200
x円の方が(お楽しみ会の費用)より700
円多いことがわかる｡逆に(お楽しみ会
の費用)は200x円より700円少ないDこ
れを式に表せば 200x-700になる｣｡
④間鴨文に含まれる数iLiの関係はよくわかっ
ているが,不要な方程式にした上に,途中
からxを(お楽しみ会の費用)に変えてい
る｡ し2%
(⊃誤答例 .I200x1700=x,x=200x-700
●解説例 ｢xは(子どもの人数)である｡こ
こでは方程式にはしないで,(お楽しみ
会の費用)だけでよいので, 200x-700
になる｣｡
(2)(間2)について
①正答
正答例 :150_I+600
47.2%
(卦(典めたお金)は 150x円とわかっている
が,問 題文の "600円たらない"から単
純に,(集めた お金ト600とした｣｡
27.0%
○誤答例 :150xl600
●解説例 ｢問題の -■1人150円ずつ集める
と600円たらない'から,集めた150x円
の方が(お楽しみ会の蛍用)より600円少
ないことがわかるC逆に(お楽しみ会の
費用)は 150xより600多い｡これを式に
表せば 150xI600になる｣O
③無記入や,間趨文に含まれる敷瓦の関係が
よくわかっていない｡ 24.5%
○無記入 (21.5%)
○よ<わからない方程式 (2､5%)
誤答例 :150x=600,x=150-600
0よくわからない式 (0.6%)
誤答例 :I(150†600)
●解説例 ｢x人が1人50円ずつ集めると,
150x円である｡間組の "1人150Fr]ずつ
集めると600円たらない"から,集めた1
50x円の方が(お楽しみ会の費用)より60
0円少ないことがわかる｡逆に(お楽しみ
会の資用)は 150xより600多い｡これを
式に表せば 150x†600になる｣o
④問題文に含まれる数血の関係はよくわかっ
ているが,不要な方程式にした上に,途中
からxを(お楽しみ会の費用)に変えてい
る｡ 1.2%
(⊃誤答例 :150xI600=x,x=150x+600
●解説例 ｢xは(子どもの人数)｣である.
ここでは方程式にはしないで,(お楽し
み会の費用)だけでよいので,150∫十600
になる｣｡
(3)(同3)について
①正答 48.5%
正答例 :正しい (閉り-正しい(間2) (47.2%)
直した(間1)-直した(間2) (I.2%)
※直した(問1)とは,(間1)の式は間迎え
ているが,(間3)ではその(問1)の式を直
して使っていることを示す｡
②(間1)や(問2)の間違いがそのまま影響した
誤答である｡ 27.0%
○誤答例 :間違った(間1)の式-間通った(間2)
の式
●解説例 ｢(閉りの式や(間2)の式と同じ箇
所が間違っている｡(間1)の式が 200xl
700,(間2)の式が150∫†600 であるか
ら,求める方程式は 200x-700=150.t+6
00になる｣｡
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③無記入や.問題文に含まれる散見の関係が
よく わかっていない｡ 27.0%
○無記入 (25.2%)
○よくわからない式 (18%)
誤答例 :22x=700.200x,
200xI700日50x1600=x
●解説例 ｢(問 1)の式と(間 2)の式は共に
(お楽しみ会の費用)だから等しい｡した
がって(問1の式)-(間2の式)の方程式
を作ればよいから,求める方程式は 200
x1700=150xI600になる｣ .
(4)(間4)について
①正答 49.7%
正答例 :正しい(問1)の式を任用 (31.9%)
直した(関りの式を使用 (ll.0%)
正しい(間2)の式を任用 (5.5%)
正しい(問1),(間2)両方の式を使用
(1.2%)
※直した(間1)とは,(間1)の式は間違え
ているが,(間4)ではその(間1)の式を直
して使っていることを示す｡
(卦無記入や,数塁関係がよくわかっていなか
ったり,算数で解いて間適えている｡
35.0%
○無記入 (31.9%)
○よくわからない式 (2.5%)
誤答例 :5200†700÷26,
5200-700=3900+600,
5200I39x=1300,
200x+700=150x-600,
○算数で解く(間違い) (0.6%)
誤答例 :5200+700÷26
●解説例 ｢(問 1)の式 200x-700や(間 2)
の式 150xI600が(お楽しみ会の費用)
だから,いずれかの式へx=26を代入す
ればよい｣C
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(卦間違った(間1)や(問2)の式を使って(お楽
しみ会の費用)を求めている｡ 9.8%
○誤答例 :間違った(同日の式を使用 (8.6%)
間違った(間2)の式を任用 (1.2%)
●解説例 ｢(間1)や(間2)の解説で,それぞ
れの式が 200x-700,150x十600と正し
く訂正されたならば,共に(お楽しみ会
の費用)だから,いずれかの式へx=26
を代入すればよい｣｡
④計算ミスをしている｡ 5.5%
○誤答例 :(間1)の式を使用 (4.3%)
(間2)の式を使用 (し2%)
●解説例 ｢丁寧に計算すれば正解になる｣｡
3.3 問題7の括果
(1)(間1)について
①正答 49.7%
正答例 :班の故,予定の班の致,予定している
班の致,クラスの班の故,このクラス
が予定している班の故,クラスが予定
している班の致
②別解 4.3%
正答例 :クラスの生徒数
●解説例 ｢これも正答であるoしかし求め
るのは(班の数)だから,最後には(班の
数)を求めなければならない｣｡
③無記入や,問題で与えられている(1つの
班人数)をxとしたり,よくわからないも
の｡ 45.4%
○無記入 (41.7%)
○班の人数にしている (3,1%)
誤答例 :班の人数,1つの王瓜 l班の人数
○よくわからないもの (0,6%)
誤答例 :lつの王Jlを6人にすると7人余る
●解説例 ｢求めたい(予定している班の数)
をJにすればよい｣｡
④ (班の故)か(班の人数)かわからない｡
0.6%
○轟呉答例 :王JI
●解説例 ｢(班)だけでは,(班の故)なのか
(1つの班の人数)なのかわからない｡こ
こでは求めたい(予定している班の数)を
xにすればよい｣｡
(2)(間2)について
(D正答 20.9%
正答例 :6xI7=8(I-1)I5,6xI7=8x-3,
6xI7=8x-8+5,6xI7=8x-(8-5)
(参無記入や,クラスの生徒数がxを使って2
通り表せない｡ 60.7%
○無記入 (47.9%)
○クラスの生徒数を表す式が,1つの班を
6人ずつにした場合も,8人ずつにした
場合も共にできない｡ (12.9%)
誤答例 :6x-7=8xI5,6x-7=8x-5,
6x-7=8xH,6x-7=8x+3.
6x-7=5x
●解説例 ｢(1つの班を6人ずつにしたと
きのクラスの人数)-(1つの班を8人ず
つにしたときのクラスの人数)の方程式
を作ればよい｣｡
｢1つの班を6人ずつにすると,(x個
の班の合計人数)は6x人である｡問題文
の ■`1つの班を6人ずつにすると7人余
る"より,クラスの生徒数は 6xより7
多い.これを式に表せば 6xI7になる｣.
｢次に,1つの班を8人ずつにすると,
(x個の班の合計人数)は 8x人であるC
問題文の =8人ずつにしたところ,1つ
の班だけが5人になりました｡りょり,
最後の班だけ8人より3人少ないので,
(クラスの人数)はx個全ての班を8人に
した場合の 8x人より3人少ないことに
なる｡これを式で表せば 8x-3になる｣.
｢以上から求める方程式は 6x+7-8x-3
になる｣｡
③クラスの人数を表す式の内,1つの班を8
人ずつにした場合ができない｡ 15.3%
○誤答例 :6x+7=8x15.6x+7=8xI5,
6xI7=8x-1.6xI7=8xI5x
●解説例 ｢問題文の "8人ずつにしたとこ
ろ. 1つの班だけが5人になりました｡
"より,最後の班だけ8人より3人少な
いので,(クラスの人数)はx個全ての班
を8人にした場合の 8x人より3人少な
いことになる｡すなわち 8x から 3引
いた人数である｡これを式で表せば 8x
-3になる｣｡
｢以上から求める方程式は 6xI7=8x-3
になる｣
④クラスの生徒数をJとして,予定している
班の数で方程式ができない｡ 2,5%
○誤答例 :I/6+7=x/8-5,.I/6-7=x/8+3,
.I÷6-7=x÷8†3.I÷6†7=x÷8-3
※クラスの生徒数をxとした者は全員誤
答であった｡
●解説例 ｢1つの班を6人ずつにしたとき
も,8人ずつにしたときも,予定してい
る班の数は同じだから, (6人ずつにし
たときの班の数)-(8人ずつにしたとき
の班の数)の方程式を作ればよい｣｡
｢問題文の -`1つの斑を6人ずつにする
と7人余る"より,クラスの生徒数xか
ら7を引いた数 .r17は 6で割り切れ
それが(予定している班の数)であるoよ
って予定している班の数は (I-7)/6に
なる｣｡
｢問題文の "8人ずつにしたところ,1
つの班だけが5人になりました｡"より.
8人ずつの班に分けると最後の班が3人
不足するのだから,クラスの生徒数xに
3加えた数xI3は 8で割り切れ,それ
が予定している班の数であるOよって予
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定している班の数は(xI3)/8になる｣｡
｢以上から求める方程式は (I-7)/6=
(xI3)/8になる｣｡
⑤クラスの人数を表す式の内で,1つの班を
6人ずつにした場合ができない｡ 0.6%
○誤答例 :6x-7=8(I-i)†5
●解説例 ｢1つの班を6人ずつにしたとき
のクラスの人数は,問題文の "1つの班
を6人ずつにすると7人余る'より,ク
ラスの生徒数は 6x人より7人多い.す
なわち 6Jに 7を加えた人数である｡こ
れを式に表せば 6.r+7になる｣C
｢以上から求める方程式は 6∫†7=8(∫
-1)†5となる｣｡
5.問題3の分析
紙面の都合から,問題3についての分析の
みを記すことにする｡
(り(同1)②誤答例 ｢200.x+700｣について
正答は200x-700であり,予想されたこと
とはいえ,この誤答の率は非常に高いQこの
タイプの生徒は(集めたお金)が 200∫円であ
ることはよ(わかっているが,問題文の ｢70
0円余る｣という言葉を単純に｢700円プラス｣
と解釈し (集めたお金200.℃)+700としたこ
とは想像に難くない｡集めた200.r円の方が
(お楽しみ会の費用)より700円多いこと,つ
まり(お楽しみ会の費用)は200x円より700円
少ないことに気付けばよいのであるが,中に
含まれる数虫の大小関係よりも日本鱈のイメ
ージの方が優先した結果であろう｡このよう
なまざらわしい日本語は使うべきではないと
の意見もあるが,これは代表的な教科宙の例
題であり,日常の文章としてもごく普通の言
い回しである｡要は生徒が裏面的な言葉にす
ぐ反応してしまい,間越の本質である数iaの
大小関係に目が向いていないことであるD
- 41-
(2)(rpll)④誤答例 ｢200x-TOO=x.I -1200
.I-700｣について
これは少人数の解答であるが,生徒の心理
を考えるとなかなか面白い事例である｡これ
を解答した生徒はいずれも片辺(200エ 7ー00)
だけなら正解であり,問題文に含まれる放免
の大小関係はよくわかっていると判断でき
る｡そして一見方程式を作るところまで進め
ているようにも見えるが.方程式にしたので
はなく彼らなりに問題に対して素直に答えて
いるのである｡つまり彼らは求めるべき (お
楽しみ会の費用)を正しく求め,それを新し
くxとおいただけのことである｡
そこには,教師が解法のテクニックとして
何時も紹介する r求めるべきものをxとしな
さい｣という言葉に無意識に反応してしまっ
た生徒の素直な姿が浮かんでくる｡確かに今
求めるべきものは (お楽しみ会の費用)であ
り,それを.rとしたのであるから,彼らの頭
の中では何ら矛盾は無い｡教師が解法のテク
ニックを徹底して生徒の頭にたたき込めば込
むほどこのタイプの生徒には弊害となるよう
である｡
確かに ｢求めるべきものを,rとしなさい｣
といった強い指導はある面では有意戒であ
る｡しかし数学では.同じ文字は最後まで同
じ値を表すといった約束事が何よりも優先す
るOこのように亀視すべき順番が違っていた
ために後々大きな聞達へと陥った事例は案外
多いのである｡また数学は厳格な約束堺から
できあがっているが故に今日のような不動の
信頼を勝ち得てきたのであるoそれが数学で
使用する記号等の本質であるが.残念ながら
日本の数学教育ではその記号等に関する指導
法があまり研究されて来なかったように思
う.
(3)(同4)①正答例 ｢直したく同1)の式を使用｣
について
lF'iした(問1)とは,(問1)の式は問適えてい
るが,(問4)ではその(間1)の式を正しく直し
て便-'ていることを示す｡
おそらく彼らは自分で作成した(間1)の式
に,与えられたxの値を代入して(お楽しみ
会の此用)を求め,確認のため(間2)の式にも
同じ値を代入したものと思われる｡本来同じ
値になるはずの2式で,大きな値にはさらに
700を加えており(間1),小さな値からはさら
に600を引いている(間2)といった矛盾に気付
いたのであろうD方程式の立式(問3)から推
測して,両者が同じ値(お楽しみ会の費用)で
あることは明確に認識しているはずであるか
ら.(問1)の式を正しく修正することは容易
であろうし,現にそのようにして正答を導い
ている｡ただ彼らは(閉りへ戻ってその解答
を修正するところまでは考えなかったようで
ある｡
途中で誤 りに気付きその誤りを修正してい
く力は本来大切な能力であり意識的に育成し
ていかなければならない｡しかしこの間題の
調査では,(間1)の段階では誤っていたが,(間
4)の段階でその誤りに気付き,(間1)に戻っ
て式を修正した者の数が不明である｡その数
は案外多いのではないかと考えられる｡だと
すれば(間1)における誤答の割合をもっと大
きく見積もらなければならないことになり,
この事の誤答はますます憂慮すべき問題とな
る｡
6.おわUに
この1次方程式に関する誤答分析を行って
第-に思ったことは,生徒たちの多くが厳格
を要求する数学に違和感を感じているのでは
ないかということである｡以前のデータが無
いので増減の比較はできないが,生徒たちの
多くはこの数学の本質の一つである厳格な約
束事を嫌う傾向が強くなって来ており,それ
が今日の大きな社会問題となっている ｢数学
嫌い｣の増加へとつながっているのではない
だろうか｡
括弧の使い方がその時の気分で変わった
り,文軽の中に含まれる数鼠の大小関係を考
えるよりも吾桑のイメージにすぐ反応 した
り,xを途中から別の数星を表すものに変化
させるといったことはいかにも今日的な生徒
の感光を連想させるOファジーな感覚が悪い
とはいわないし,新しい発想の源ともなるが,
それは押さえるべきところをきちっと押さえ
た上での話である｡本来,数学は厳格な約束
事を守っているからこそ盤かな発想が育成で
きる教科なのである｡
また今回の調査を進めるにあたって,同じ
一次方程式でも平成元年度(1989年度)に改
訂された学習指導要領以降の学習内容がそれ
以前と比べてかなり容易になっていることが
判明した｡具体的には一次方程式の文革問題
が極端に少なくなり,割合に関する内容が全
て削除されたことである｡その安易でしかも
少ない内容を.教師たちは授業の中で懇切丁
寧に教えている｡その結果生徒たちは家庭学
習をする必要がほとんどなくなったO中には
発見学習を目指す意図から,家庭での予習を
嫌う教師も多い｡このようにして生徒が家庭
学習をしない習慣がある程度定肴してしまっ
たように思う｡一端定着すると今度は教師が
課題を出しても生徒がやってこないのは自明
であり.宿題を提出させるために多大な労力
と忍耐を必要とするようになった｡その煩わ
しさを避けるために教師はますます課題を出
さなくなってしまったように思う｡今日,戟
が国が,塾を含めた家庭学習の時間で世界の
最下位となってしまった理由の多くはここに
あるのではないだろうか｡生徒を鍛えてでき
るようにすることよりも,できない生徒を作
らないことを優先するあまり,どんどんと内
容を安易にしていかざるを得なかった悪循環
をどこかで断ち切らなければならないO
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